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冬季問中に於ける挿穂、内の窒素の量的変化
荷藤孝，減@須藤昭二
(山形大学農学部浩林学研究室)
1ζOZδSAITO & Shoj~ SUTO On the change of amount of 
nitrogen in cuttings during winter:'" 
(1) 患者 可=日
持木に関する研究は成長ホルモン処理による発根促進の研究も決定的な成果を牧めると云うところま
では行かすミ結局基礎的研究が今少しく進展す々ることが期待されている.著者等は持穂内に於ける化学的
成分特に窒素に重点を置いて研究中であるが窒素のみでも解決困難な場合があることを諌想はされるが
取りあえ歩誌に昭和25年11月以降毎月同一母樹から採枝，穂幹えをして含有窒素分の定量を試み一応は
昭和26年4月で中止する筈の所念のために発芽後の 5月分を加え実験!::試みた結果冬季問中に於ける窒
素の量的変化を把握するととが出来たので公表せんとするものである.応用的なねらいは如何なる時期
に探穂貯蔵すれば発芽3 発棋が容易で、あるか!::求める矯めと今一つには挿木困難樹種も探穂期の如何に
よっては可能種となし得るのではないかと云うことであるがp 是等の問題に就いては後日報告するとと
にする.
(2) 実験材料と実験方法
供試材料は1950年11月より1951年5月まで毎月15日に山形大学農学部附近のモニりブエ{ラポプラ，
プラグナス，蛇ヤナギ，杉，クリ，ケヤキ，庄内柿の主として 1年生校稀に下部に 2年生枝の附着せる
もりを各k 同一樹より採取し夫々定芽をと除去し実験に供した.但し杉D場合は葉附の障である. ~pち普
通挿木の際使用する程良の太さの枝θ部分を供したととになる.定量方法は Kjeldahl氏j去を用いて窒
素の定量左行い，更に共の得た窒素量に対して 6.25を乗じて組蛋白量としたのである(但し蛋白質中の
窒素を16%と仮定した).笑除の結果は弐去の通りなり.
今組蛋白質の月別変化左図示すれば第1図の如くなる.
(3) 諭 E議
著者等が扱った材料中，ポプラ，プラグヲでス，蛇ヤナギ，スギは押木の容易種であり，ケヤキは困難
種，クリ，庄内柿は不可能種に近い.是等持木容易種から不可能種に至る各段階のものを材料として得
た結果は第1去の通りで，ポプラ，蛇ヤナ三f，クりに於ては， 2月が窒素の含量最高で、あり正スギ，ケヤ
キ，庄内柿に於ては 1 月と 3 月に於て最I~ijであり，プラグナスに於ては 3 月が最高で、ある.何十れにし
ても 2月を中心として共の前後に於て含有量最大なるを認む.而して此の最高に達するまでには11月か
* Oontl'ibutions froH¥ ihe Labol'atol'y of Silvicu1tul'・e，Facnlty of Agl'icultul'e， Yamagata UnIl'ol'日ity.}1o. 13 
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第I図挿徳内に於ける粗考白歯の月別変化
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て著 しく低下する・各樹隠共4月に於て著しく低下せ 川
るは発芽の矯め著しく泊費されることを意味し発芽後 " 
の5月になれば再び増大して来る :!欠に夫々の樹i重に B 
就いて窒素の含有量の絶対値をと見るに， ポプえ，蛇ヤ
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業着の億分析した関係上，量的に多いととは当然で、，
落葉贋葉樹と比較することは無理である.最少はクリ
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含量の大なるものに挿木の容易種多 く，少ないものは
不可能種，中位のものは困難極又は可能種となるよう
であるが， 庄内柿だけは例外で此の位では当然挿木可
能強に主り得る筈なるも他に発根に対する制限因子が
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あるもむと考えられる.因に庄内柿は稀に発根し成長ホルモンで処理しなくても発芽しカルス発生を見
ると とあるため此の制限因子を攻究すれば之れが挿木も極めて容易となり得る可能性がある.三たにプラ
グナスであ るが， 持穂の造り方で活着成績に差異があって本種の個性として節より 多数の発~~をなす も
のたれば節聞の長い枝を拝穏に用いた場合，発根しそうな深さに節を持たない持穂に於ては絶対K発根
せぎるため技術的に活着率を向上させるととが出来る.拾で注意を要するととは樹種別に窒素分の合量
最多の時期に採穂貯蔵すべきであると云う結論にはならないと云うことである.著者等が既に発表せし
通り 2月を中心と して其の前後に採穏することは発芽はする も生長続かすτ又は枯苑する場合が多いから
でるる.
(4) 結 v 
(a) 挿木容易樹種の校には冬季問中の窒素の含有量多く，挿木困難種又は不可能J震には窒素の含有量
少なし.
26 山形農林学会報 第 1号
(1))冬季中に於げる挿穂の窒素の含有量:は 2月を中心として最大に達し 4月発芽と同時に著しく
低下する.
参考文献
1)斎藤孝蔵 (1950):務木の生理学的研究 (山形大学綻嬰(農学)第 1号)
2)斎藤孝蔵 ・須藤昭二 (1951):指穏採取町湖の発根発芽に及ぼす影響 (日本林学会東北支音f，会報 No.2)
Summary 
1) 10 wiotcr， thc total nitrogeu cont巴ntis large iu thc t.ips ofぬespecics easy to root， aud 
00 the contrary， vcry scarce in the tips of difficult oues. 
2) Thc total nitrogen cootent il 七hctip comes up to its maximulU il Fcbruary or 的I1CXt
11l011ths， inwin的r，alld remarkably c1ecreases il with 的 budc1iugApril. 
。め@認の林業定期刊行物の現欣 Recknn.;eJ 
A. B. Status of Germnn Language FOl"esll'y 
Periodicals (.1ou1'n. Fercs!ry 49-3: 208-9， 1951) 
JO¥l'nal of FOl¥es!1'y及びその前身の Fores!1'y
Quarto1'yの古い読者11独逸話の林業定期刊行物が
妓術的知識の重要なそして仰l値のある源泉となっ
• ていた事を思い出ずであろう.此の事は第一衣大
戦前に特にそう・であった.そして此等の定期刊行
物l主大部分その栄誉を失ってしまったが，第一次
大i談後再刊された.第二次世界大戦ばスイス，オ
ースリアのものを除く ζれらの定期刊行物，特に
東独で刊行されていたものに致命的な打撃を与え
た.西独の刊行物も大部分姿を消すか無意義にな
って Lまった.エール大学林学部図書館での最近
のE版~語刊行物の調査は有意義である.オース ト
りアの刊行物は3種で AllgeJueineFOl'iltzeitung 
がマイーシで隔月に発行され，新しいものでは月
二回発行の Oastel'eicbsFOl'otund Ho'J町Vil.tscbaft
があり， もう一つlは士昔背包からのzおe町ntr司1唱刈a、吋lbu刀冶込“出t!fueωl' dio 
go'!泊Ul山u!旬eFo叫l'叫 unclH王[0IZ1-羽、，yir!s邸口b】af釘tで1あbる治が:ら，止t
れlは主引lω94句9年9月1ロ2日号がエ-ルで受取つた最後の
ものでで司，止ヒの刊行物l土 Runosch叫とl手ぶ英語を
含む林業文献の紹介閥をもっていた・独逸で最も
進取的且つ野心的なものとしてはへスケ隠士の
Zeitsclll'ift fuel' Wellfor・otwit5cbnft(副題に.1oU1'“
nul of "¥干orldFOl'e.>Ir・y，R8¥'l18 Economi'lue FOl'e-
stiere Uni ve1'8e110) があり発行地方;ハシプルグで
之は明らかに F01'.，tlicbeRunclschauの後継紙で
ある.また西独の 12ぢ年の毘史を持つ定期]刊行物
Allgemeine Forst uncl Jn.ciclzei!ungは質量共に打
撃をう け不規則な月刊で， 発行地1フラン クアル
トA.lIJ.，編障者;士 J.D. Saual'luendel'である，
，ベルリ yではいくつかの林業季刊刊行物が発行さ
れこれらのうち最も進取的なものは Forolwil'!sc-
haft-Holzwirlschaft で牛月毎l亡出されていた・
エールでの最近号ほ Vol.3. NO. 23/24. 1949年12
月でそれ以降は姿を消したかも知れないが，それ
でもスターリ νの第70回誕生日に当って，熱烈な
讃美をのせていた.ベルリシの PuulPn.reyは今向
背からの季刊Fo1'otwi8son8clIsfllichesCentralblul t 
を発'1リしている.エー ル・6の最近号1949年のVol.
681ま英語のものをも含み，すぐれた外国刊行物の
批評をのせている.三臼間隔に刊行されている1林本
業新開 Ho叶》汁1zCω@日tれr問.官叫a
生年ド 1月3引1E:臼!号の後↓は土姿をf消肖したらしい.発行地l士
ス~~トガルト.ハシノパーの F01'òtarchi yも同
じような道を進んだものらしい・エールでの最近
号11Vol. 21 No. 1，.3， 1950年3月31日刊行のも
のであった・詑事l主主として浩~;;j\に関した事で5年
のあいまの後に此の刊行物は新編偶者の干に季刊
として復活したがその継続は疑わしい.ベルリシ
でのはっきりした被害者の中には昔の Zeitscn1'ift
fuel'， gesamte Fo1's!wessenがある.此l主食弱な
γ。1.761'0. 7，.9， 1949年7，.9月号を出してから
姿セ治した.叉 Zeitschl'iftde1' In!el'no.tionalrn 
Fo1'sもzantmloと呼んだ ln!ersyhaもそうでるる.
此の最後の号l士1944年10月に出たVo1.4. No. 3で
M¥i危語版，フラ yス語版をもっている.-J nterdyha 
1 lIiitteilungon jSilvn.1 Ol'bisと呼ばれる部門をの
せていた.すぐれたスイスの刊行物Schweizeriche
Zeitschl'ift fual' Forstwosenはすぐれた 21仕組関
の仕事を続行している.それは独主主認の林業定期
刊行物のうち・では最善最上のものである.最後に
1950竿3月号の Forsin.rchivは今開校されている
林学の学伎の之とにつし 、て述べて~.る.ベルリン
(エーベルワノレデ)，ボY，rレスデン(タラシト).
フライブル!/i. B1'.ギーゼシ.グッチングン，
ハンフ・ルグ， ミユシヘy である.(沢田和博)
